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Kbでも大体左様な傾向が 窺われます｡ 大体 5














表 2 初 回 化 療 培 養 陰 転 率(%)
α1型培養陰転率
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術 式 1期 間 ‡例数 It著改
C,F型
術 式 1期 間 1例数 t著改 I中改 l軽改 )不変
うか,かなりの危悦を感 じるものであります｡


















されます｡何れに して も中止例必ず しも失敗例
とは言えません｡該当す る薬剤だけを減 らして




個数l著改 l中改 充 実 l縮 小
5･9巨7･6
oio
術 式 L期 間 恒画 消失 匪薄化】縮小 l不変
術 式 l期 間 l個数 い肖失 匪薄化l縮,JIE不変
表 5 初回5者併用例の副作用(59例)
症 状 】例数
ア レ ル ギ ー
食 欲 不 振
手足 の しびれ
耳 鳴 の み
自 覚 的 難 聴
聴 力 障 害
中 止 例 432011

























表 8に示 しました様に β2では5着併用を 1年







芸者継慧 i 25 鳥 目 三 ･2…:;
- l--
それにしても2次薬を全部使ってしまうのは
不安だと言 う御意見も 当然出て 参りましょう
が,表 9に示 します様に, KM,CSTH の 3割







































- 12- 京大結研紀要 第15巻 第1号
表 9 再化癖に於ける併用薬剤数と交替数とによる得失
(KM,CS,THの3薬剤に限定)
1 剤 単 独
成 功 1
不 明 8
不 成 功 103
1二重車重亘1
-他の1剤に変更或は追加-他の1割に変更或は追加
成 功 1 成 功 1
不 明 1 不 明 2







成 功 6 成 功 1
不 明 10 不 明 2
不成功 23 不成功 13
推定成功率28.2%l t通算推定成功率37.2%
























消 化 器 症 状

















































6カ月 1年 6カ月 1年
〓
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? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
症例数 12 5 11 1 126 1i
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来ません｡ 私共は現在 EBの量を増 して VM-
EB･SOM3者併用の効果を検索すべ く準備を具
えている所であります｡
以上が結核化学療法強化に関する私共の研究
の内の臨床成績の現段階でありますが,私は之
等の術式を皆様におすすめしようとは毛頭思い
ません｡只言い得る事は現在一般に行われてい
る結核化療術式に まだまだ強化の余地が残さ
れていると言 う事であります｡そしてその強化
には交叉耐性を持たない新抗結核薬の数多くの
出現,それも勿論性能の高いものが望まれます
が, CS程度或は其以下のものでも併用補助剤
として幾分の役割をつとめ得る様であり,併用
術式の工夫に大きな努力が必要であり且有効で
あると申したいのであります｡其と共に抗結核
薬の副作用の除去乃至軽減に関する研究が新抗
結核薬発見に劣らぬ価値を持つと強調 したいの
であります｡そして之こそ臨床家の責任である
事を主張したいのであります｡
京大結研紀要 第15巻 第1号
医学の王様は患者であり一般人であります｡
我々医師や医学者はその下僕に過ぎません｡元
来結核は慢性病だから治療に2年, 3年かかっ
ても当然と言 う様な心横は,現状ではやむを得
ぬとは言いながら,真に恥しい事でありきすO
外科的療法の重要性は依然として高いものがあ
ります｡其にしても王様である患者の気持を付
度すれば,総ての肺結核患者を半年以内に,し
かも出来るだけ自宅で治してあげ,再発絶無を
期したいものであります｡
そう言う理想の姿から見ると,現在の私共の
段階などやっと第 1ラウンドを終った所と恥ぢ
人らざるを得ません｡
皆様がこの方向-の研究に関心を持たれて私
共の研究成績など蹴散して前進されん事を切望
するものであります｡私共の仕事がもしお役に
立つと仮定すれば,其は 『この道は必ずしも閉
された道ではない』事を示唆した点でありまし
ょう｡
